
 
              

運動会の思い出 
 

校長 松 原  修  

 

私の中学校時代の友人に足の速いＫ君がいました。当時は、野球少年の方が多かったように思い

ますが、彼はサッカーが得意で、部活動でも中心的な存在でした。 

運動会のクラス対抗全員リレーで彼は当然のようにアンカーに選ばれました。体育の授業で２回

か３回走り、私たちのクラスはいつも１位だったように記憶しています。ところが、運動会当日は

バトンを落としたり転倒したりとハプニングが重なり、彼が走るときにはトラック半周以上の差が

ついて最下位になっていました。 

もし私がアンカーだったら、といっても私は走るのがとても遅いので、選抜リレーに出たことも

ありませんし、全員リレーでアンカーになることもなかったのですが、走るのがいやになるほど 

大きな差がついていました。そのあと、バトンをもらったＫ君の見事な走りっぷりは、今でも私の

脳裏に焼き付いています。誰とも競うことができないのに、まったく力を抜くことなく、全力で、

そして真剣な表情で彼はトラックを１周走り切ったのです。 

 

自分の力を出し切るというのは、難しいものです。オリンピックに出るようなアスリートでも、

普段の力が出せずに終わる場面を目にすることがあります。来週の運動会では、これまでの練習を

生かして、子どもたちの力を存分に発揮してほしいと願っています。 

ご参観いただく保護者、地域の皆様には、感染症対策の制限がなくなった分、参観しにくい面も

あるとは思いますが、競技中・演技中の保護者の方を優先として譲り合ってご参観いただくと共に、

子どもたちへの大きな声援をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

５月１５日（月）午後２時４５分より今年度の

初回となる「開かれた学校づくり協議会」が行わ

れました。委員がお二人新しくなり、最初に自己

紹介をしてから今年度の学校経営計画、学校行

事、いじめ防止基本方針、そして開校１５０周年

の式典、祝賀会について意見交換を行いました。 

 

コロナ禍の３年間で、地域から学校の様子が

見えにくくなったという声や、新型コロナウイルス感染症が５類になっても、みんながマスクを 

外すようになるには、もう少し時間がかかりそうだという話もありました。また、子どもたちに  

自分の考えをしっかり発表する力を育ててほしいというご意見、大学生でセカンドスクール等の 

指導員を希望する人が増えているという情報も聞かれました。 

 

この「開かれた学校づくり協議会」は、今後、学校運営に責任を有する合議体として、一層充実

した体制に発展していくことを期待されています。委員の皆様のご意見を伺いながら、議論を深め

ていきたいと思います。 
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